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－１－ 

本
山
白
雲
《
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン
像
》
―
福
島
に
遺
る
オ
ラ
ン
ダ
人
の
銅
像 

髙 

橋 

翔
（
福
島
市
） 

 

本
年
は
「
夜
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
」
、
来
年
は
「
ア
ル
ル
の
跳
ね
橋
」
と
二
度

の
『
大
ゴ
ッ
ホ
展
』
に
沸
く
福
島
。
そ
こ
で
、
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
の
故
郷
オ
ラ

ン
ダ
に
縁
の
あ
る
銅
像
に
目
を
向
け
た
い
。
猪
苗
代
湖
の
北
西
端
、
会
津
盆
地

へ
流
れ
る
日
橋
川
の
十
六
橋
水
門
沿
岸
に
建
つ
、
本
山
白
雲
（
一
八
七
一
―
一

九
五
二
）
の
手
に
な
る
《
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン
像
》
で
あ
る
。 

像
主
の
コ
ル
ネ
リ
ス
・
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン
（
一
八
三
七
―
一
八
八
〇
）
は
、

明
治
政
府
に
招
聘
さ
れ
、
一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
に
猪
苗
代
疎
水
（
後
の

安
積
疎
水
）
工
事
の
実
施
設
計
に
携
わ
っ
た
土
木
技
師
で
あ
る
。
彼
の
仕
事
は

後
年
の
猪
苗
代
水
力
発
電
事
業
に
も
活
用
さ
れ
、
そ
の
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め

一

九

三

〇

（
昭
和
五
）

年
七
月
、
事

業

関

係

者

が

銅

像

建

設

を

提

唱

し
た
。
そ
し

て

翌

一

九

三
一
（
昭
和

六
）
年
十
月
に
除
幕
さ
れ
て
い
る
。 

銅
像
制
作
者
の
本
山
白
雲
は
高
知
県
出
身
で
、
日
本
近
代
彫
刻
の
巨
星
高

村
光
雲
に
師
事
し
た
後
、
東
京
美
術
学
校
を
彫
刻
科
第
一
期
生
と
し
て
卒
業

し
た
。
多
く
の
偉
人
顕
彰
像
を
手
掛
け
て
お
り
、
中
で
も
高
知
市
桂
浜
で
太
平

洋
を
臨
む
坂
本
龍
馬
の
銅
像
（
一
九
二
八
年
）
と
い
え
ば
、
想
起
さ
れ
る
方
も

多
い
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
実
績
か
ら
、
本
作
も
「
本
邦
鋳
造
界
の
巨
匠
」
と

し
て
白
雲
に
委
嘱
さ
れ
た
。 

銅
像
は
約
二
・
四
メ
ー
ト
ル
（
八
尺
）
の
高
さ
が
あ
り
、
直
立
し
て
湖
面
を

見
据
え
て
い
る
。
左
手
に
握
る
の
は
設
計
図
面
だ
ろ
う
か
。
台
座
に
目
を
向
け

る
と
、
高
さ
約
三
・
六
メ
ー
ト
ル
（
十
二
尺
）
で
石
垣
の
よ
う
に
組
ま
れ
て
い

る
。
銅
像
建
設
会
発
行
の
記
念
誌
（
一
九
三
二
年
）
に
よ
る
と
、
素
材
は
近
隣

の
小
石
ヶ
浜
か
ら
採
集
さ
れ
た
自
然
石
と
い
う
。 

他
方
、
本
作
が
大
戦
末
期
の
一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年
、
い
わ
ゆ
る
金
属

類
回
収
令
に
よ
っ
て
供
出
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
際
の
逸
話
も
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
地
域
の
人
々
は
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン
へ
の
恩
義
か
ら
、
銅
像
が
盗
難
に
遭

い
供
出
で
き
な
い
と
県
当
局
に
説
明
し
た
。
そ
し
て
銅
像
を
台
座
か
ら
降
ろ

し
、
地
中
に
埋
め
て
隠
し
て
し
ま
う
。
銅
像
は
そ
の
ま
ま
終
戦
を
迎
え
、
二
年

後
に
発
掘
・
再
建
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
本
作
は
現
存
す
る
貴
重
な
戦
前

期
の
銅
像
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。 

白
雲
は
、
自
身
が
手
掛
け
た
銅
像
が
次
々
と
供
出
さ
れ
て
い
く
中
で
、
そ
れ

ら
の
石
膏
原
型
を
叩
き
壊
し
て
埋
め
た
と
い
う
。
怒
り
か
悲
し
み
故
か
、
そ
の

胸
中
を
慮
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
彼
の
銅
像
作
品
に
対
す
る
姿
勢
や

誇
り
が
窺
え
よ
う
。
そ
れ
ほ
ど
の
彫
刻
家
が
制
作
し
た
作
品
が
、
地
域
の
人
々

の
力
に
よ
っ
て
今
日
ま
で
遺
さ
れ
て
い
る
。
猪
苗
代
湖
の
水
面
を
見
守
る
そ
の

姿
が
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
こ
と
を
願
い
た
い
。 
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本山白雲《ファン・ドールン像》

会津若松市湊町大字赤井（令和

８年８月筆者撮影） 


